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一橋大学大学院経営管理研究科
経営分析プログラム

履修ガイダンス
2026年度向け

大学院教育専門委員
中島賢太郎・福地宏之

本資料は、履修に関する理解を助けるために、その概要を記したものである。
厳密な情報については、学生便覧（経営管理研究科）を参照されたい。
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ビジネススクールの国際認証

AACSB
1916年にアメリカで設立されたマネジメント

教育の代表的な国際認証機関
一橋大学大学院経営管理研究科経営管理専攻

（SBA）は2021年7月に認証を取得
• 日本国内で6校目、国公立大学としては初めて
• 学部、MBA、研究者養成コースの全てのプログラ

ムについて認証を取得
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経営管理専攻のミッション
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授業科目について
講義と演習（ワークショップ）

 1コマ 105分
 1限   8:45～10:30
 2限 10:45～12:30
 3限 13:15〜15:00
 4限 15:15〜17:00
 5限 17:10〜18:55

 講義
 コア科目、選択科目
 週1回 半期（春夏学期、秋冬学期）
 原則として、1科目2単位

• 「English Communication」は週１回 通年 2単位
 履修登録しない聴講参加は原則禁止。
 一部制限はあるが、学部発展科目を履修可能。

• ただし、修了要件に必要な単位数には組み込まれない。

 演習（ワークショップ）
 1年次（春夏学期）：導入ワークショップ（割当制）2単位
 1年次（秋冬学期）：基礎ワークショップ（割当制）2単位

• 指定学年で単位を修得できなければ留年するので要注意。
 2年次（通年）：ワークショップ（選考制）  6単位

• 履修条件は、コア科目必修4科目のうち2科目、英語コミュニケーション科目「English Communication」 、
導入・基礎ワークショップの各単位を1年次において修得済みであること。
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１年目 ２年目

導入ワークショップ
ワークショップ

冬秋夏春

春夏学期 秋冬学期

冬秋夏春

春夏学期 秋冬学期

English Communication

基礎ワークショップ
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修了要件の満たし方
履修パターン

 修了要件：合計34単位以上
 うち、英語コミュニケーション科目 2単位
 うち、講義科目から24単位以上

• うち、コア科目 12単位以上
• うち、「経営戦略」「マーケティング」「財務会計」

「企業財務」の4科目（8単位）を修得すること。
 うち、演習科目 10単位

• 導入ワークショップ 2単位
• 基礎ワークショップ 2単位
• ワークショップ 6単位

 副演習
 選択科目として、毎年度４単位まで算入可能。

 研究者養成コースや他研究科の講義
 「その他科目」扱いとなり、修了要件34単位には

含まれない。
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※各講義で重い課題が出るため、あまり多くの講
義を履修することは勧めない。

コア科目（必修）4科目のうち2科目、導入・基礎ワークショップ、英
語コミュニケーション科目を修得しなければ、2年次のワークショップ
を履修できない（つまり、留年する）ので、要注意。
５年一貫生のうち、派遣留学のために導入ワークショップ、英語コミ
ュニケーション科目を履修できないものについては、他の科目の修得
をもって代えることのできる措置があるので、速やかに経営管理研究
科に確認して対応すること

5年一貫生は、学部4年次に修得した大学院講義・演習の16単
位までを、大学院入学時に修得単位として算入できる。

単位 経営分析プログラム

2 英語コミュニケーション科目（1年）

4 コア科目①（経営戦略）（必修）

6 コア科目②（マーケティング）（必修）

8 コア科目③（財務会計）（必修）

10 コア科目④（企業財務）（必修）

12 コア科目⑤

14 コア科目⑥

16

コア科目
選択科目
副演習

18

20

22

24

26 導入ワークショップ（1年）

28 基礎ワークショップ（1年）

30

ワークショップ（2年）32

34

その他

ワークショップレポート

中間報告会

最終発表会
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履修手続き
重要日程

 履修登録期間
 それぞれ定められた期間内にCELSシステム上で履修登録を行うこと。
 春夏学期：4月8日（水）～15日（水）
 秋冬学期：9月11日（金）～18日（金）

 履修撤回期間
 春夏学期：4月22日（水）～4月28日（火）
 秋冬学期：9月30日（水）～10月6日（火）
 履修撤回をしないと「F」となる

 反復履修の制限
 単位修得済みの科目を反復履修することはできない。

• 担当教員が異なっていても反復履修できない。
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修了年月 2026年9月 2027年3月 2027年9月（予定）

題目提出 2026年4月1日（水） 2026年10月30日（金） 2027年4月1日（木）

ワークショップレポート提出
（申請時）

2026年5月8日（金） 2027年1月7日（木） 2027年5月10日（月）

ワークショップレポート提出
（最終時）

2026年6月30日（火） 2027年2月12日（金） 2027年6月30日（水）

参考
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プログラム間の履修可否について
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○： 履修可
△： 一部を除き履修可（他学部・研究科科目
を履修する場合は、学部履修規則や当該研究
科の規則等を確認のこと）
■： 当該科目を設置する専攻長の承認が必要
×： 履修不可
★： ３年以上の実務経験のある学生のみ、人
材マネジメント、テクノロジー・マネジメン
ト、シナリオ・プランニング、ホスピタリテ
ィ・マネジメント、ホスピタリティ・マーケ
ティング、特別講義（ホスピタリティ）、特
別講義（ホスピタリティ・コンサルティング
）、特別講義（デスティネーション・マーケ
ティング）、ビジネス・デベロップメント、
経営実戦論、経営者講義A・B・Cを履修可。
但し、修了要件に必要な単位数には含まれな
い。
理由書を提出の上、MBAディレクター及び大
学院教育専門委員の承認が必要

(※1) 履修できるが、修了要件に必要な単位数
には含まれない
(※3) 導入科目（100番台科目）及び基礎科目
（200番台科目）は履修不可
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成績評価について
試験
学科試験（講義の試験）

• 教員ごとに試験日や課題提出期限を定める場合があるので要注
意。

論文試験（ワークショップレポート）
• 主論文×1部、写し×2部、要旨×3部
• ワークショップ指導教員を含む2名が評価

最終試験（口述試験で最終評価を行なう）
• 中間報告会、最終報告会（複数WS合同）

成績
講義： A+、A、B、C（以上が合格）、F（不合格）
演習： E（合格）、F（不合格）
論文試験（ワークショップレポート）： A+、A、B、C、F
最終試験（ワークショップレポート）： A+、A、B、C、F
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守るべき倫理について
「学習と研究に関わる誓約書」への署名
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 「一橋大学における研究活動に係る行動規範」の遵守を誓約すること。

 下記の不正行為を行った場合には厳重な処分を受けることを認識し、当該不正
行為及び不正行為と疑われる行為を行わないことを誓約する。
 試験におけるカンニング行為
 試験、レポート及び学位論文における剽窃・盗用、ねつ造、改ざん

• 剽窃・盗用：他の研究者等のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文又は用
語を、当該研究者等の了解・適切な表示なく流用すること

• ねつ造：存在しないデータ、研究結果等を作成すること
• 改ざん：研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた

結果等を真正でないものに加工すること
 授業、試験、レポート及び学位論文におけるなりすまし
 研究活動における虚偽記載、二重投稿、研究費の不正使用
 授業で使用する資料及び授業内容（動画含む）、大学で提供するデータ、および授業

に関するグループワーク等を通じて 他者が関与して得られたアイディア等について、
適切な許可を得ずに利用または講評すること

 その他社会通念に照らして学習と研究に係る不適切な行為
 上記の行為への協力及び援助

 「学習と研究に関わる誓約書」を熟読し内容を理解した上で、CELSを通じて誓
約すること。

参考：一橋大学における研究活動に係る行動規範
https://www.hit-u.ac.jp/d1w_reiki/41990910000000000000/41990910000000000000/41990910000000000000.html
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守るべき倫理について
研究倫理教育eラーニング eAPRIN受講
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大学院における研究倫理を周知・徹底させる
ために、公正研究推進協会提供の研究倫理教
育eラーニング eAPRINの受講を義務付けて
いる。
大学メールアカウント宛てに受講案内が届く

予定なので、速やかに受講すること。
受講状況は事務室で確認可能。
受講しなかった場合、翌年度の履修登録がで

きなくなる可能性がある。
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教員・事務からの諸連絡手段
manabaとメーリングリスト

講義や休講等は、以下の２つを通じて連絡される。

 manaba
 レポートの提出、テスト・アンケート

の回答、資料の閲覧等を行うシステム

 メーリングリスト
 大学のメールアドレスを登録する。
 授業期間中か休業期間中かにかかわらず、必ず定期的に確認すること。
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出所： http://www.hit-u.ac.jp/kyomu/info/ct.html
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その他
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9月修了について
履修期間が2年を超える場合、修了要件を満たせ

ば9月修了を選択することもできる。

事務室への問い合わせ
証明書の発行などに関する問い合わせについて

は、国立キャンパス法人本部棟3階の経営管理研
究科事務室またはマーキュリータワー７階の
MBAオフィスに連絡すること。
証明書の発行には1週間ほど要する場合があるの

で、早めの連絡を心がけられたい。
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導入ワークショップ初回課題のお知らせ
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以下の３点に関するレジュメ（A4用紙1枚程度）を用意
すること。なおレジュメはmanabaを通じて共有する。
① 自己紹介
② 関心のあるテーマ
③ MBAで力を入れて学びたいこと

以下の書籍を各自で入手し、持参すること。
苅谷剛彦（2002）『知的複眼思考法：誰でも持っている

創造力のスイッチ』講談社+α文庫
⼩熊英⼆『基礎からわかる論⽂の書き⽅』講談社現代新

書
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